
千歳高校国際教養科通信 第４号 令和 5年 7月 24日（月） 

Hospitality ～おもてなし～ 

                    

 

＜この３ヶ月間を振り返って③＞ 

 第２号、第３号に続き、これまでに開催された今年度の国際教養科の行事を振り返りつつ、今後の行事な

どについてアナウンスいたします。 

 

＜Global Relations Challenge海外勤務日本人オンライン講演会①＞ 

６月２７日(火)５・６校時＠各教室 

 一昨年、新型コロナウィルスの影響で実施できなかった語学研修（教養科）・インターンシップ（流

通科）の代替プログラムを兼ねてスタートしたこの講演会も、今年で３年目を迎えました。 

 海外で活躍する日本人の方との交流を通じて、国際的視野に立った職業観を育成することを目指して

いるこの講演会で今回ご講演していただいたのは、シンガポールで Vintage Management Pteと言う会社

の代表取締役であり、宮城県出身、北海道大学大学院終了されている安田哲（やすだ あきら）さんか

ら、シンガポールの生活や他国での起業について、英語学習などについてお話ししていただきました。 

 「価値観の違う人の話をたくさん聞く」ことを通して感性を磨くことの大切さなどを熱弁され、国際

科の生徒からも多くの質疑応答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ちとせゼロカーボンプロジェクトチーム会議②＞ 

７月１１日（火)＠千歳市役所第２庁舎２階 会議室５・６ 

 先月に引き続き、２年生の西浦咲太くんが、今年度 2回目のプロジェクトチーム会議に参加してきま

した。ゼロカーボンに向けた千歳市の脱炭素シナリオの構築について、千歳市職員の方や公立千歳科学

技術大学の先生、国立公園支笏湖運営協議会の方、千歳市町内会連合会の方といろいろ議論を重ね、そ

の内容をグループの代表として発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜クリス先生、６年間ありがとうございました！＞ 

 ７月２３日（日）、本校での６年間の ALT としての任期が満了し、千歳高校を離れます。８月からは

奈良県で ALT として働くになりました。大学院で英文学を専攻していたクリス先生は、そのスキルを私

たちの英語力向上のため、ユーモアを交え、楽しい授業をしてくれました。また、生徒一人ひとりに対

し、とても丁寧なエッセイライティングの添削指導や、英語部の活動にも積極的に参加してくれました。 

 ８月以降、後任のＡＬＴの先生が赴任されます。赴任されましたら、皆さんへ改めて紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜夏休み ～ＳＤＧｓ、英作文・エッセイ作成～＞ 

 毎年、国際教養科では、夏期休業中の課題として、次のものに取り組んでもらっています。英語の授

業での「主体性」評価に加味される課題となりますが、単なる課題ではなく、この課題を通して、日本

と世界の現状認識・今後に向けて自分にできること、自分がすべきことは何なのか、についてじっくり

考える絶好の機会ととらえてほしいです（どんな意見であれ、自分の言葉で自分の意見を表明できない

と、グローバルシチズンとして相手にしてもらえないです･･･）。 

●全学年対象 

  JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト２０２３ 

   今年度の募集テーマ：「地球に生きる私たち -未来へつなげるために-」 

    （日本語で 1600字（原稿用紙４枚）以内） 

●１学年対象 

  第 62回全国高等学校生徒英作文コンテスト 

   テーマ「Life without a smartphone」 

    （英語で 251～500語） 

★課題提出日：下記の科目の夏休み明け最初の授業時 

１年生「異文化理解」、２年生「ディベート・ディスカッションⅠ」、３年生「時事英語」 

充実した夏休みになることを祈念します！ 


